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木
曽
川
を
挟
み
岐
阜
県
各
務
原
市
と
県

境
の
観
光
都
市
で
あ
る
愛
知
県
犬
山
市
。

名
古
屋
か
ら
名
鉄
線
で
最
短
30
分
の
近
さ

で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
と
文
化
に
育
ま
れ

た
風
光
明
媚
で
ど
こ
か
懐
か
し
い
香
り
の

す
る
街
で
す
。
そ
こ
に
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

と
し
て
鎮
座
す
る
の
が
大
本
山
成
田
山
名

古
屋
別
院
大
聖
寺
。
１
０
０
段
ほ
ど
の
石

段
を
登
り
き
る
と
、
西
方
眼
下
に
は
国
宝

犬
山
城
が
、
参
拝
客
の
や
や
疲
れ
気
味
の

気
分
を
一
掃
し
て
く
れ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
中
村
社
寺
は
、
成
田
山
名

古
屋
別
院
大
聖
寺
様
に
於
け
る
一
大
記
念

事
業
の
為
の
御
下
命
を
受
け
ま
し
た
。
中

村
社
寺
は
、
そ
の
起
源
を
国
内
で
は
天
禄

元
年
（
西
暦
９
７
０
年
）
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

そ
の
始
祖
は
、
大
陸
か
ら
の
渡
来
人
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
天
禄
と
言
え
ば
平
安
時
代
、

そ
ん
な
遠
い
昔
か
ら
堂
宮
大
工
を
生
業
と

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
古
き
全
国

企
業
で
は
第
７
番
目
と
か
、
あ
の
有
名
な

世
界
最
古
の
企
業
で
あ
る
金
剛
組
に
次
ぎ
、

愛
知
県
最
古
の
企
業
と
し
て
今
も
歴
史
を

繋
げ
て
お
り
ま
す
。

　

老
舗
は
い
つ
も
新
し
い
と
で
も
申
し
ま

し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
常
に
次
の
新
し
さ
を

生
み
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、
同
時
に
歴
史

が
生
ま
れ
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
。
も

ち
ろ
ん
近
現
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
所
謂

一
般
建
築
な
る
も
の
の
領
域
に
進
出
し
、
記

憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
愛
知
万
博
で

の
愛
知
県
館
中
部
千
年
共
生
村
で
の
施
設

の
壁
面
を
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
で
ク
リ
キ
ュ

ラ
と
現
地
で
呼
ば
れ
る
黄
金
色
の
繭
の
抜

け
殻
を
素
材
と
し
て
作
成
し
た
シ
ー
ト
に

よ
る
壁
面
は
、
現
地
に
赴
き
自
ら
製
作
に

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
強
く
記
憶
に
残

る
施
工
事
例
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

　

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺
様
は
、
令

和
10
年
11
月
に
開
創
75
周
年
を
迎
え
ら
れ

ま
す
。
先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
一

大
記
念
事
業
に
先
立
ち
、
中
村
社
寺
が
そ

の
お
役
目
に
伴
う
準
備
・
整
備
の
御
下
命

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
地
元
企
業
と
致
し

ま
し
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

当
社
史
の
遺
産
と
し
て
新
た
に
刻
む
、
誠

に
慶
ば
し
い
限
り
と
存
じ
ま
す
。
こ
こ
ま

で
来
る
に
は
超
え
る
べ
き
多
く
の
課
題
が

あ
り
、
到
達
す
べ
き
高
峰
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
課
題
が
我
々
を
待
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
発
見
し
探
求
し
、

そ
し
て
我
々
は
解
決
し
て
行
き
ま
す
。

　

歴
史
が
動
き
、
人
は
生
き
る
。
人
が
生
き

る
と
こ
ろ
に
出
会
い
が
あ
り
、
ご
縁
が
生

ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ご
縁
を
育
て
て
い

く
。
そ
の
先
に
あ
る
も
の
を
求
め
、
そ
し

て
来
る
べ
き
世
代
に
何
を
遺
す
の
か
…
…
。

　

そ
ん
な
中
村
社
寺
の
人
間
た
ち
の
熱
い

息
吹
と
鼓
動
を
感
じ
て
頂
け
ま
し
た
ら
幸

甚
で
ご
ざ
い
ま
す
。

天
禄
元
年
・
平
成
か
ら
未
来
へ
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秋 彼 岸 法 要 に て 諸 精 霊 に 供 養 の 誠 を 捧 げ る 。  於 大 師 堂

七
五
三
ま
い
り

十
月
一
日
よ
り
厳
修

代
表
取
締
役
社
長
　
加
藤  

雅
康

株
式
会
社
中
村
社
寺
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秋
の
お
彼
岸
中
日
に
当
た
る

九
月
二
十
三
日
、
午
後
二
時
よ

り
大
師
堂
に
お
い
て
、
小
豆
畑

主
監
お
導
師
の
も
と
秋
彼
岸
会

法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

法
要
に
は
当
山
関
係
物
故
者

の
ご
遺
族
を
始
め
、「
霊
雲
閣
」

に
お
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
て
い
る

ご
遺
族
が
多
数
参
列
さ
れ
、
諸

精
霊
に
供
養
の
誠
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
法
要
後
は
、
霊

雲
閣
に
て
位
牌
を
奉
祀
さ
れ
た

各
家
の
先
祖
代
々
精
霊
へ
の
回

向
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

秋
彼
岸
会
法
要

ご
遺
族
参
列
、諸
精
霊
の
冥
福
を
祈
る

小豆畑主監お導師のもと営まれた秋彼岸会法要【大師堂・霊雲閣より】

　

八
月
十
五
日
、
貞
照
寺
本
堂
に

お
い
て
、
小
豆
畑
照
観
住
職
お
導

師
の
も
と
盂
蘭
盆
会
法
要
が
営
ま

れ
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
の
法
要
に
は
、

檀
信
徒
を
は
じ
め
大
勢
の
ご
家

族
、
親
族
が
参
列
さ
れ
、
心
静
か

に
合
掌
・
焼
香
し
、
諸
精
霊
に
供

養
の
誠
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
で
の
法
要
終
了
後
、
引
き

続
き
子
育
・
水
子
地
蔵
尊
宝
前
に

お
い
て
法
要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
期
間
中
、
貞
照
寺
霊
園
に

は
大
勢
の
檀
信
徒
が
お
墓
参
り
に

訪
れ
、
ご
先
祖
の
精
霊
を
弔
わ
れ

ま
し
た
。【
写
真
左
】

　

七
月
二
十
八
日
愛
知
県
豊
川
市

に
教
室
を
構
え
る
、
日
本
舞
踊
教

室
「
羽
衣
の
会
（
う
い
の
か
い
）」

の
皆
様
が
ご
来
山
さ
れ
諸
芸
上
達

を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

護
摩
祈
祷
の
後
、
新
作
の
舞
踊

を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
写
真
左
】

貞
照
寺
だ
よ
り

令
和
八
年

日
本
舞
踊
教
室

「
羽う

い衣
の
会
」ご
来
山

舞
踊
奉
納
・
諸
芸
上
達
祈
願

盂
蘭
盆
会
法
要

　
「
新
オ
ペ
ラ
貞
奴
―
す
べ
て
は

誠
を
も
っ
て
―
」
が
八
月
三
十
日

に
没
後
80
周
年
記
念
の
作
品
と
し

て
岐
阜
県
各
務
原
市
プ
リ
ニ
ー
の

市
民
会
館
で
開
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
を
起
点
に
、
若
き
日
の
恋

や
結
婚
、
女
優
と
し
て
の
活
躍
、

海
外
で
の
経
験
、
木
曽
川
の
発
電

所
建
設
へ
の
協
力
な
ど
、
波
瀾
に

満
ち
た
生
涯
が
歌
と
音
楽
で
描
か

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
出
演
者
・
関
係
者
の
思

い
が
結
実
し
、
貞
奴
の
生
き
方
と

そ
の
時
代
を
力
強
く
表
現
し
て
い

ま
し
た
。【
写
真
左
】

新
オ
ペ
ラ
貞
奴

創
作
活
動
の
集
大
成
開
演

「
川
上
貞
奴
女
史
」

　
　

没
後
80
周
年
記
念
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月
例
総
登
山

物
故
者
慰
霊
法
要

名
古
屋
成
田
講
支
部

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講
支
部

　

八
月
十
六
日
、
名
古
屋
成
田
講

支
部
（
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
）

の
月
例
登
山
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
本
堂
に
て
大
護
摩
供
を
参
拝

後
、
信
徒
会
館
三
宝
の
間
に
て
、

来
月
九
月
二
十
日
の
参
拝
時
に
予

定
さ
れ
る
物
故
者
慰
霊
法
要
に
つ

い
て
最
終
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
の
法
要
を
滞
り
な

く
厳
修
す
る
た
め
、
細
部
に
わ
た

り
入
念
な
確
認
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

八
月
四
日
、
港
ト
ラ
ッ
ク
成
田

講
支
部
（
支
部
長
＝
山
本
敦
氏
）

は
、
総
登
山
に
併
せ
て
関
係
物
故

者
慰
霊
法
要
を
営
み
ま
し
た
。

　

一
行
は
本
堂
で
の
大
護
摩
供
を

参
拝
し
た
後
、
大
師
堂
の
法
要
に

参
列
し
ま
し
た
。
物
故
者
の
俗
名

と
廻
向
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た

後
、
参
列
者
が
香
を
た
む
け
、
故

人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。
法
要
後
は
、
信
徒
会
館
に
て

お
斎
を
頂
戴
し
故
人
を
偲
び
、
支

部
益
々
の
発
展
を
お
誓
い
い
た
し

ま
し
た
。
法
要
参
拝
に
併
せ
、
支

部
内
の
関
係
各
社
様
に
よ
り
、
く

る
ま
地
蔵
尊
宝
前
に
事
故
防
止
を

祈
願
す
る
幟
を
ご
志
納
頂
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

丹
羽
郡　
　

曽　

我　
　

孝　

子

　

〃　
　
　

浅　

井　
　

公
美
子

犬
山
市　
　

ア
ト
リ
エ
麗
選
花

　
　
　
　
　
　
　

大
沼　

奈
緒
子

名
古
屋
市　

大　

沼　
　

智
栄
子

　

〃　
　
　

林　
　
　
　

喜
美
枝

　

〃　
　
　

加　

藤　
　

智　

子

春
日
井
市　

畑　

下　
　

美　

保

東
京
都　
　

小　

松　
　

智　

子

名
古
屋
市　

岡　

部　
　

智　

子

　

〃　
　
　

岡　

部　
　

希　

望

丹
羽
郡　
　

舟　

橋　
　

恊　

子

　

〃　
　
　

高　

柳　
　

笑　

子

鈴
鹿
市　
　

伊　

藤　
　

嘉　

晃

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

「
写
経
」の
お
勧
め

　

貞
照
寺
で
、
豊
か
な
心
を

育
む
修
行
と
し
て
『
写
経
』

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
料
金
…
一
千
円
以
上

◆
日
時
…
毎
月
第
四
日
曜

※
使
い
慣
れ
た
筆
、
筆
ペ
ン
等
可
。 10 月 24 日（土）に貞照寺では、さまざまなイベントやマルシェが開催されます。
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境
内
各
所
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
ご
参
拝
ご

信
徒
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

義
援
募
金

熊
本
地
震

令和8年（2026年）

画・文 牧
まき

　 宥
ゆうけい

恵

お
い
し
い
は
楽
し
い

実
り
の
秋
で
す
。

お
い
し
く
食
べ
る
に
は

元
気
で
い
な
く
て
は
、

元
気
で
い
れ
ば

楽
し
く
な
る
は
ず
。
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

丹
羽
郡　
　

森　
　
　
　

拓　

斗

浜
松
市　
　

宇　

野　
　

國　

保

岩
倉
市　
　

水　

谷　
　
　
　

誠

　

〃　
　
　

工　

藤　
　

美　

穂

一
宮
市　
　

太　

田　
　

孝　

行

稲
沢
市　
　

中　

村　
　

一　

広

名
古
屋
市　

野　

田　
　

晃　

子

各
務
原
市　

柏　

木　
　

桂　

子

中
津
川
市　

㈲
本
多
電
気

　
　
　
　
　
　
　
　

本
多　

孝
司

伊
勢
市　
　

小　

野　
　

和　

也

名
古
屋
市　

松　

本　
　

陽　

子

丹
羽
郡　
　

𠮷　

田　
　

春　

子

可
児
市　
　

熊　

切　
　
　
　

誠

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

半
田
市　
　

ミ
ロ
ク
工
業
㈱

小
牧
市　
　

ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

東
川
内　

朋
亮

丹
羽
郡　
　

㈲
大
矢
設
備

江
南
市　
　

眞
和
興
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

眞
野　

祥
典

刈
谷
市　
　

山　

田　
　

楓　

美

名
古
屋
市　

住
友
電
設
㈱

　
　
　
　
　
　

通
信
シ
ス
テ
ム
事
業
部

愛
西
市　
　

伊　

藤　
　

彰　

浩

各
務
原
市　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

各
務
原
市　

Ｈ
Ｒ
Ｇ
㈱

名
古
屋
市　

渡　

辺　
　
　
　

郁

津
島
市　
　

あ
い
ち
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　

加
古　

伸
雄

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

小
六
　
　
中
久
木
　
月
海

小
六
　
　
三
輪
　
実
里

小
五
　
　
清
水
　
駿
佑

【
評
】
丁
寧
な
筆
使
い
で
す
っ
き
り

と
し
た
作
品
。

【
評
】
の
び
や
か
で
力
強
い
作
品
。

【
評
】
ま
と
ま
り
よ
く
努
力
の
作
。

紙

上

書

道

展

編
集
室
よ
り

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

七
月
・
八
月

七
月
・
八
月

七
月
・
八
月

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

八
月
の
登
山
講
社

　

秋
の
お
彼
岸
を
迎
え
、
先
祖
や

亡
き
家
族
を
偲
び
、
静
か
に
手
を

合
わ
せ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
法
要
で
は
、
ご
遺
族

の
皆
様
と
と
も
に
諸
精
霊
の
ご
冥

福
を
祈
り
、
今
日
穏
や
か
に
過
ご

せ
る
の
も
、
先
人
た
ち
の
歩
み
が

あ
っ
て
こ
そ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
心
を
忘

れ
ず
、
ご
縁
を
大
切
に
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
片
桐
記

行事は中止または内容変更となる場合がございます。
ホームページ、お電話にてご確認お願い致します。
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日 月 火 水 木 金 土

14

7

21

28 29 30 31

4

16

9

23

10

24

219/28 9/29 9/309/27

11

25

12

26

13

27

3

19

6

20

15

8

22

5

17

ご縁日

ご縁日

ご縁日安心
祈願日

学童席上
揮毫大会

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

写経会

ご詠歌

10月行事のご案内

〈七五三まいり〉 ▶ 10/1 ～11/30

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

七五三まいり

　

成
田
山
成
福
講
（
先
達
＝
青

木
一
博
氏
）
で
は
七
月
十
九
日
、

恒
例
の
信
貴
山
・
生
駒
山
・
三

輪
大
社
参
拝
旅
行
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

一
行
は
早
朝
五
時
に
出
発
し
、

奈
良
県
へ
入
り
三
輪
明
神
や
生

駒
山
宝
山
寺
を
参
拝
後
、
信
貴

山
へ
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
境

内
参
拝
後
、
朝
護
孫
子
寺
本
堂

に
て
大
般
若
の
ご
祈
祷
を
受
け
、

成
福
院
本
堂
に
て
お
護
摩
ご
祈

祷
を
受
け
ま
し
た
。　

菱
木
記

信し

ぎ

さ

ん

貴
山
参
拝

成
田
山 

成し
ょ
う
ふ
く福
講


